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平成１９年能登半島地震における平成１９年能登半島地震における
災害時要援護者への対応について
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輪島市「高齢者・障害者の見守りネッワーク」事業

防災福祉GISデータベース・
災害時要支援者支援協議会災害時要支援者支援協議会

構築の試み



現在 民生委員 地域福祉推進員現在の民生委員・地域福祉推進員

民生委員数 福祉推進員数民 委員数 福祉推進員数

門前地区 ４１ １０８

輪島地区 ７８ １２２

平成２０年４月１日現在

合計 １１９ ２３０

台帳登録希望者

要援護者数 登録希望数

門前地区 １，６２６ ９２４

輪島地区 ２，９７３ １，５６３

合計 ４，５９９ ２，４８７

平成２０年７月１４日現在



輪島地区津波および洪水ハザード
と要援護者マッピング

凡例

! 新輪島要援護者輪島地区要援護者新輪島要援護者

津波ハザード

0 5m未満の地区

洪水ハザード

1.0m～2.0m未満の地区

0.5m～1.0m未満の地区

0.5m未満の地区

2.0m～3.0m未満の地区



神戸市兵庫区の災害時要援護者GIS
データベース化および障害者団体連絡協データベース化および障害者団体連絡協

議会・行政・地域組織との連携事業

2007年度～現在



兵庫区におけるハザードの同定



神戸市の福祉情報システムから4,411名の市民が母集団
として抽出され，その住所を地図上の載せた

N=4,411



想定ハザード暴露圏内に914名の対象者が在住して
いることが明らかになった

N=914



914名の対象者を訪問し，612 (67%)名が面談による状況調査に
回答した

N=612 (67 %)



年齢・性別・職業 身体的機能減損の程度 物理的移動の困難性年齢 性別 職業

社会的孤立度

住宅老朽度・居室の危険度地域社会関係資本量



総合的要援護度

回答者中99名回答者中99名
(17%)が最もぜい弱
性が高いと判定

ハザード暴露圏内
全体では，総合的
要援護度が最も高要援護度が最も高
い対象者は155名
（圏内在住914名の
17％）と推定17％）と推定

これは兵庫区全体
の障害者の3.5%に障害者
相当













個別避難支援プランをどのよう個別避難支援プランをどのよう
にして構築していくか？構築 く

「公共私」協働型アプローチ

































当事者の同意をいかにして得るか？



神戸市兵庫区での
災害時要援護者避難支援訓練

2008年10月19日2008年10月19日

「公共私」協働型アプローチ



福祉避難所での障害者団体代表者との実地検分(2008年9月9日)



学区全体での避難支援訓練打ち合わせ(2008年10月18日)



0.0 - 1.0

1メートルの移動時間（秒）

１キロ=15分程度

視覚障害者の避難訓練結果（2008年10月19日)
1.1 - 2.8

2.9 - 4.4

4.5 - 6.4

6 5 - 11 5

大開小学校 兵庫中学校

中道小学校
兵庫幼稚園

6.5 11.5

大開小学校 兵庫中学校

兵庫大開小学校

兵庫北部幼稚園
中道郵便局

県警自動車警ら隊

聖家族児童館

神戸暁星学園高等科

大開老人いこいの家

中道郵便局

#
大開水木老人いこいの家

羽坂保育所



0.0 - 1.0

1.1 - 2.8

1メートルの移動時間（秒）

１キロ=15分程度

聴覚障害者の避難訓練結果（2008年10月19日)

2.9 - 4.4

4.5 - 6.4

6.5 - 11.5

大開小学校 兵庫中学校

中道小学校
兵庫幼稚園

大開小学校 兵庫中学校

兵庫大開小学校

神 学 高等

兵庫北部幼稚園
中道郵便局

県警自動車警ら隊

聖家族児童館

神戸暁星学園高等科

大開老人いこいの家

中道郵便局

#
大開水木老人いこいの家

羽坂保育所



避難訓練直後のふりかえり会避難訓練直後のふりかえり会
(2008年10月19日)



個別避難支援プランづくりに関する現在の課題個別避難支援プランづくりに関する現在の課題

個別避難支援づくり• 個別避難支援づくり
– 当事者の参画の保証
– 多様な関係者の連携（支援者・地域・行政）
– 論より証拠（要援護者を含めた地域での避難訓練実施）
– ３つのＴ（Talk, Time, Trust)

• 行政内部における要援護者のデータベース化• 行政内部における要援護者のデータベース化
– 市町ごとに異なるシステムの導入が進んでいる

• 担当者は数年ごとに移動し，知恵の継承が内部的に保証されない
複数市町にまたがるハザ ド暴露圏内要援護者の存在• 複数市町にまたがるハザード暴露圏内要援護者の存在

– 人的・物的負担が市町に集中している
• 住宅地図は定期的に更新する必要がある

• 人的コストが 番かかるのがアドレス マッチング この負担を都道府県も共同で• 人的コストが一番かかるのがアドレス・マッチング．この負担を都道府県も共同で
分担する試みの重要性（例 京都府）

– 災害時にしか使わないGISシステムは災害時には使えない．ふだんの業
務にGISを当たり前に使う環境の誘導（例 京都府）




